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本日の流れ
メタデータについて

 メタデータについて

DIASメタデータ登録について
データセットID登録から、メタデータの入力までの流れ
 ログインからメタデータ登録画面へ

メタデータ入力における留意点
ポリシー関連の留意点
登録時のポイント、留意点

メタデータ登録
実際にメタデータ登録システムで入力しましょう
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確認事項

1. DIAS共通アカウントをお持ちですか？
メタデータ作成には、DIAS共通アカウントが必要です。共通ア
カウントの作成をお願いします。

アカウント作成は、

http://dias-dss.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/account/public/guest/

2. パソコンでインターネットに接続できますか？
この会場では有線LANの接続環境を準備しています。
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DIAS共通アカウント登録

 http://dias-dss.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/account/public/guest/

 メタデータ入力キャンプにお申込みいただいたメールアドレスで
ユーザ登録をお願いします。

 メタデータ登録システムには、お申込みいただきましたメールア
ドレスでユーザ登録とテスト用のデータセットIDを準備していま
す。

4

http://dias-dss.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/account/public/guest/


パスワード変更

DIAS共通アカウントの登録が済みましたら、パ
スワード変更ページを参照 してください。™ 

 http://dias-dss.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/acc/users/profile ™ 

管理者から登録したメールアドレスに送られる
パスワードでログインし、パスワードを変更しま
す。プロ ファイルの入力を求められる場合があ
ります。必須項目を入力してください。
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メタデータについて

メタデータとは、
メタ情報。データについてのデータ。データそのものではなく、
データの作成日・データの作成者・データの形式などデータ
に関する情報のこと。例えば、書籍であれば、本のタイトル
や作者、出版社などもメタデータ、目録や奥付などもメタデー
タです。

DIASでは、様々な分野のデータについて、タイトル、問合せ
先、時間特性、地理情報などのメタデータを作成しています。
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メタデータについて

メタデータスキーマについて
 メタデータの記述項目や記述形式が規定されることで、メタデータ
の相互運用性が高まります。こうした規則をメタデータスキーマと
言います。

 メタデータスキーマでは、メタデータ記述の項目や、記述ごとの要
件（必須や繰り返し可能回数等）が定められます。

 DIASでは、地理情報分野の規格であるメタデータ コンテンツ規格
ISO 19115 および実装仕様 ISO 19139に準拠してメタデータを
作成しています。

標準的なメタデータスキーマを使うことで、他データセンターの
データを統一的に扱うなど、メタデータの相互運用性が高まります。

例えば、DIASでは、JAMSTECデータカタログ、極地研北極域
データアーカイブ、JaLTERデータ目録などのデータについても同
時に検索できるようなインタフェースを提供しています。
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メタデータの基本的な用途
 ①要約

 対象データセットの特徴をコンパクトに整理し，カタログ化する．
 論文のアブストラクトのようなもの．直接データセットの内容を理解するのは高度
で専門的な知識を有するため難しく，また解読に時間がかかるため．

 ②補足
 対象データセットを理解／利用するのに役立つ補足情報を扱う．

 対象データセット自身が直接持たない情報を捕捉する．例えば，そのデータセット
の利用例や応用例など．

 ③検索

 対象データセットを検索するのに役立つ，分野情報や関連キーワードなどの
索引情報を扱う．
 日付による検索機能等を実現するためには日付時間情報をメタデータとして持っ
ておく必要があり，地図を利用した検索機能等を実現するためには空間情報をメ
タデータとして持っておく必要がある．

 ④解析

 対象データセットに対して，科学的に解析するために重要な物理量や，機械
的に解析するために重要なパラメタなどの情報を扱う．
 モデルや科学式の変数に値として代入したり，アプリケーションに読み込ませた
りするのに使う．
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ISO19115/19139の利点と欠点
 利点

 分散管理されたシステム（クリアリングハウス）での利用が想定されているため，
複数のシステムとの連携などが可能．

 データの主題（what）・データが対象とする場所（where）・データの作成日
（where）・データの作成者（who）といった基本的な情報をおさえている．

 標準化された様式のため，その知識がある人間にとっては理解が容易．つま
り，理解の相互流通性が確保される．

 実際にいくつかのアプリケーションで運用されているため，アプリケーションレ
ベルの相互流通性が（原理的には）可能．

 欠点

 個々の分野やデータフォーマット等で特徴的な内容（例えば，衛星ではFOVな

どのセンサの詳細な仕様，流域ではモデルの情報，気象・海洋では詳細な時
間特性など）を記述するには向いていない．

 つまり，個別のデータセットに注目して，詳細な解析を行う等の用途で使うには
不向き．



ISO19115/19139

地理空間情報を対象としたメタデータ標準
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メタデータについて

メタデータ コンテンツ規格 ISO 19115および実
装仕様 ISO 19139に準拠するために、以下の
項目が必須となっています。
タイトル

問い合わせ先（個人名）

ドキュメント作成者

データ作成者

日付

カテゴリ

概要・要約
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収録期間

収録地理範囲

グリッド

キーワード



DIASデータ・メタデータ登録の流れ

DIASにアーカイブしたいデータをお持ちの場合、
DIAS窓口に問い合わせを行います。

アーカイブの許可が出るとデータ・メタデータの
登録を行います。
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データ提供者 DIAS窓口

1.事前相談
データ提供について、
事前に相談事項があれば

2.データ登録申請

3.データ・メタデータ登録

4.データ・メタデータ公開

DIASデータ受け入れ担当
DIASメタデータ担当



DIASデータ登録申請
 データ名や概要、データ量やデータの学術的・社会的な価値など入力して、
データ登録の申請を行います。

 DIASへのデータ登録許可が下りると、データ・メタデータの登録を行います。

 メタデータの登録については、下記をご覧ください
http://dias-d.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/dias_metadata/top/
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DIASデータ登録申請書

dias-office@diasjp.net に申請書を
請求してください。

http://dias-d.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/dias_metadata/top/
mailto:dias-office@diasjp.net


データセットについて

 一個のメタデータを付与するデータの集まり

 データセットの粒度はメタデータ作成者が決定

 データ利用規約は、データセット内の内容すべてに対して同一

 データセットごとに担当メタデータ作成者を登録
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例

 CEOP衛星データセット（TRMM > 
PR > 3PRECI）
 1998ファイル(gz, xmlなど)

 マルハナバチモニタリング
データ
 5ファイル(csv)



データセットの例
CEOP衛星データセット（TRMM > PR > 3PRECI）

 http://search.diasjp.net/ja/dataset/CEOP_Satellite_TRMM_PR_3PRECI

15



データセットの例
マルハナバチモニタリングデータ

 http://search.diasjp.net/ja/dataset/bumblebe
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データセットID登録

メタデータ登録システムにデータセットIDが登録
されて初めて、メタデータの入力が可能になり
ます。

データセット命名規則
文字列によるID

厳密には、半角のアルファベット(大文字小文字両方とも)、数字、アンダーバー [a-zA-Z_0-

9] のみから成り、64文字以内

例

・MIRAI_CTD

・CEOP_Model_MOLTS_BoM

・bumblebee

・JRA25
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データセットを決めるポイント 1

DIASポリシー
DIASからデータを公開する場合には、DIASのポリシーが適応されま
す。

プロジェクトポリシー

一連のプロジェクトのデータセットの場合、プロジェクト単位でポリシー
を設定できます。

現在登録されているプロジェクトは、DIAS, AMYです。

データセットポリシー

それぞれのデータセットのポリシーはメタデータに記載します。特に、
データセット引用の際の引用文、データセットの利用規約など大切な
情報です。データセットポリシーはすべてのポリシーに優先します。

データアクセスに関する利用許可

データを公開する際の、利用許可について、必要であれば管理者と相
談して決めてください。
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DIASポリシー
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DIASデータ利用規約

DIAS免責事項

DIAS引用規約



データセットを決めるポイント 2

メタデータID
現在は、データセットがDIASから公開される場合、メタデータ
のIDはデータセットIDの後にDIASのIDと言語識別(ja, en)が
つきます。

これは、入力完了後のドキュメント内にメタデータIDとして表
示されます。

データセットID,DIASのIDにはそのメタデータのバージョンを
示す日付がついています。

MIRAI_CTD20150915114901-DIAS20150908162006-ja

参照用の最新のメタデータは、以下のように一意に指定でき
ます。

http://metadata.diasjp.net/dmm/doc/MIRAI_CTD-DIAS-ja.html

http://metadata.diasjp.net/dmm/doc/MIRAI_CTD-DIAS-en.html
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データセットIDとメタデータID

 http://dias-d.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/dias_metadata/dmm_datasetlist/のメタ
データIDを見るとデータがDIASから公開されているか否かがわかります。

DIASから公開するデータの場合
メタデータIDはデータセットID+”-DIAS”+{-en,-ja}

例： AGURAM_GI-DIAS-ja DIASからデータが公開される
AGURAM_GIの日本語メタデータ

DIAS以外でデータが公開されている場合
メタデータIDはデータセットID+{-en,-ja}

例： MNM_O2-ja MNM_O2の日本語メタデータ（データは
DIASから公開しない）

http://dias-d.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/dias_metadata/dmm_datasetlist/


データセットを決めるポイント 3

データの公開について
DIASから公開を予定している場合

次ページ以降に詳しく説明します。

DIAS以外でデータ公開を予定している場合

作成いただいたドキュメントメタデータ中にデータにアクセスするため
の方法を記載してください。

データのダウンロードアドレスがわかる場合は、メタデータ作成の際、
オンライン情報に必ず記載してください。
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データセットを決めるポイント 4

 DIASからデータ公開を予定している場合
 データをDIASでアーカイブするため送付方法をご検討いただき、

dias-office@diasjp.netにご連絡ください。

 データへのアクセス権を４種類設定しています。どのアクセス権で公
開するか、ご検討ください。（次ページ）

 公開準備が整いましたらDIASのダウンロードアドレスをドキュメントメ
タデータのオンライン情報に追加します。（DIASメタデータ管理者担
当）

 定期的にデータをダウンロードした利用者情報をご連絡することが可
能です（１．フリーアクセス以外）。データの更新、差し替えの際などに
も利用できます。
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DIASからデータ公開を予定している場合のアクセス権

 データへのアクセス権を４種類設定しています。どのアクセス権で公
開するか、ご検討ください。

1. ログインすればアクセス可能

 システムにDIAS共通Webアカウントでログインすればアクセス可能

2. 同意により利用できる

 データダウンロード時等に表示される利用規約に「同意する」を選択
したユーザがアクセスできる, 研究目的ならばOKというのが基本

 人手による承認作業は行わない

3. 承認を必要とする

 データ提供者の許可が必要なもの, 人手による承認作業をはさむ

 申請フォームを用意し, 自動送信メール等で承認手続きを実施

4. その他/特殊扱い

 直接データ提供者とメール等でやり取りして、OKと判断されたら、申
請されたユーザアカウントに対してアクセス権を付与する
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DIASメタデータ管理システム

http://metadata.diasjp.net/dmm/から利用可
能です。ブラウザのアドレス欄に入力してアクセ
スしてください。

アカウントが必要です。ログインができない、担
当データセットが表示されないなどの場合は、
dias-metadata@editoria.u-tokyo.ac.jpまでお
問い合わせください。

システムの利用にあたってはブラウザの「戻る」
ボタンの利用は行わないで下さい。

http://dias-dmg.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/dmm/
mailto:dias-metadata@editoria.u-tokyo.ac.jp


DIASメタデータ管理システムによる
メタデータ作成

編集画面



システム全般における注意点

詳細をみるためのボタンです

編集するためのボタンです

追加するためのボタンです

削除するためのボタンです

システムの利用にあたってはブラウザの「戻る」ボタンの利
用は行わないで下さい。



データセットメタデータ編集(必須項目)

必須項目は以下の通りです。次の11のタブは必ず入
力してください。
 タイトル
 問い合わせ先（個人名）
 ドキュメント作成者
 データ作成者
 日付
 カテゴリ
 概要・要約

注：入力完了時に必須項目の入力チェックを行いま
す。一時保存ではチェックは行いません。

収録期間

収録地理範囲

グリッド

キーワード



ログイン

メタデータ管理システムにアクセスするとログイ
ンを要求されます。



ユーザ用メニュー

ログインすると、まずユーザ用メニューが表示さ
れます。

担当分のデータセットメタデータの入力には
「データセット一覧」から作業を進めます。

その他、「プロジェクト一覧」からはシステムに
登録されているプロジェクトメタデータが閲覧
でき、「データセットテンプレート一覧」からはテ
ンプレートの管理(閲覧、作成、および編集権
限を持つテンプレートの編集)ができます。



データセット一覧
ユーザ用メニューで「データセット一覧」を選択すると登
録されているデータセットの一覧が表示されます。

ログインした利用者にメタデータ作成が
割り当てられている場合は「担当分」に
表示されます

「その他」には登録されている他の
データセットメタデータ一覧が表示
されます

データセット一覧

データセットメタデータ履歴



データセットメタデータ入力・編集

データセット一覧画面より、担当分のデータセッ
トを選択し、編集を行います

データセット一覧

データセットメタデータ履歴

データセットメタデータ編集

システム管理者により仮のデータセット名が
入力されていますが、データセットメタデータ
編集により編集可能です。

(テンプレート取り込み)

既に入力作業を行い、保存された情報がある
場合は履歴に表示されます。履歴一覧中の
任意の状態から再編集することが可能です。



データセットメタデータ編集

左側に英語、右側に日本語を入力します

入力欄が一つしかないものについては、英数半
角で入力します

英語 日本語

クリックすると問い
合わせ先の情報を
コピーします

カーソルを合わせ
ると、説明がポップ
アップされます



保存
入力がすべて終わったら、英語・日本語の入力完了チェック
を付け保存します。

完了チェックを付けずに保存すると一時保存されます。

一時保存の場合、メタデータファイルは作成されず、外部に
公開されません。

必須項目が未入力の場合など、
エラーメッセージが表示されます。
「OK」ボタンで一時保存されます

ので、一旦保存してから修正し
てください。
保存時にメモが入力可能です。

ブラウザの「戻る」ボタンは使え
ません。

入力完了保存可能な場合は、
メタデータが表示されますの
で、確認の上、「OK」ボタンで
Complete保存してください。
保存時にメモが入力できます。



データセットメタデータ編集: グリッド

次元数（0,1,2,3)を選び、次元数だけ各次元の
情報を入力します。

選択します。

選択したグリッド数により必
要項目を記入します。
グリッドの選択で1以上を選

んだ場合は、必ず入力しま
す。



• 時間も1次元ととらえます。Daily, monthly などの

データであれば、観測の次元数に時間軸も次元
数に加えてください。 例：全球海洋再解析デー
タセット

–例： 時間分解能 ：monthly 10年間
対象 ：全球
水平解像度 ：1*1度
鉛直 ：36層のデータの場合

データセットメタデータ編集: グリッド（例1）

次元の名称 次元のサイズ 次元の解像度

row 155 1 (degree)

column 360 1 (degree)

vertical 36 10-400 (m)

time 120 1 (month)



データセットメタデータ編集: グリッド（例1）

• 時間の次元は「収録期間」タブの時間特性の
欄に詳しく記入する。

時間の次元の情報(1ヶ月毎、
120か月分）は収録期間の時間
特性に記述する

column 1度刻みで、
360度

row 1度刻みで、
155度

10-400m刻みで36層



• 時間も1次元ととらえます。Daily, monthly などの

データであれば、観測の次元数に時間軸も次元
数に加えてください。 例：衛星観測土壌水分
データセット

– 時間分解能 ：daily 1年間
対象 ：全球
水平解像度 ：0.25  * 0.25度
鉛直 ：1層 (表層のみ）データの場合

データセットメタデータ編集: グリッド（例2）

次元の名称 次元のサイズ 次元の解像度

row 720 0.25 (degree)

column 1440 0.25 (degree)

vertical 1 1 (Layer)

time 365 (366) 1 (day)



データセットメタデータ編集: グリッド（例2）

• 時間の次元は「収録期間」タブの時間特性の
欄に詳しく記入する。

0.25度刻みで720

単位にLayerがない
ため、Levelを選択

時間の次元の情報(1日毎、1年

分）は収録期間の時間特性に記
述する



40

地上観測データ等について、グリッドデータでない場合
はグリッドの次元数は「0」とし、「収録期間」、「時間特
性」の項目を詳しく記述してください。

データセットメタデータ編集: グリッド

地上観測地点で定期的に観測して
いる場合は、
グリッドの次元数は「0」とし、
収録期間の時間特性に記述する
(例：1か月ごと、2015年から継続中
の場合）
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DIAS内のグリッドデータ例（一部）

 タイ国0.05°×0.05°グリッド日降水量データ：
GRENE_ei_CAAM_Thai_Grid_DailyRain

東北大学全球高解像度客観解析海面水温データ（グリッド化）：
MSST

全球輸送モデルにより計算されたCO2濃度（NICAM-TMにより
計算）：
RECCA_AtmosEnv_CO2_Model_Global_v1

 GRENE-ei全球バイオマスデータセット（MODISの月別NDVIプ
ロダクト (MOD13A3)および陸域生態系モデルを利用）：
GRENE_ei_Global_Biomass

 1kmメッシュ気象データ（過去再現～将来予測）（北陸地域）：
JP_NIAES_MetData_1kmMesh_Scenario_Hokuriku

http://search.diasjp.net/ja/dataset/GRENE_ei_CAAM_Thai_Grid_DailyRain
http://search.diasjp.net/ja/dataset/MSST
http://search.diasjp.net/ja/dataset/RECCA_AtmosEnv_CO2_Model_Global_v1
http://search.diasjp.net/ja/dataset/GRENE_ei_Global_Biomass
http://search.diasjp.net/ja/dataset/JP_NIAES_MetData_1kmMesh_Scenario_Hokuriku


データセットメタデータ編集: キーワード

データセットの特徴を表すキーワードを、辞書から
選択または自由入力します。

専門用語の定義などを調べる
「専門用語逆引き辞書」にリンク
しています。

違うキーワード辞書におけるキーワードを追加する場合は
追加ボタンをクリックして入力欄を追加してください。



データセットメタデータ編集: キーワード

辞書にothers、No Dictionaryを選んだ場合は、
キーワードタイプを必ず選択してください。

Othersを選択した場合は、
辞書の名前を英語で入力します。

Others、No Dictionaryを選んだ場合は、キーワードのタイプを選びます。



データセットメタデータ編集: キーワード

キーワード辞書表示 辞書の名前 概要

GCMD_science GCMDサイエンス
キーワード

NASAの地球変動マスターディレクトリ（GCMD）が提供する科学分野
に関するキーワード集

GCMD_platform GCMDプラットフォーム GCMDが提供する、衛星等のプラットフォームに関するキーワード集

AGU AGU Index Terms アメリカ地球物理学連合(AGU)が提供する分類集

GEOSS GEOSS社会利益分野 地球観測グループ（GEO）が定める、災害、健康、エネルギー、気候、
水、気象、生態系、農業、生物多様性の９つの社会利益分野

GEO_COP GEO地球観測語彙 GEOのユーザインタフェース委員会（UIC）のレポート「重要な地球観
測項目」をもとに、DIASの東大チームが中心となり昨年度に開発した
語彙集。

Country 国名 データが関連する場所（国）の情報

 メタデータの中でもキーワードの情報は非常に重要です。
 GCMD_science, GCMD_platform, GEOSS に関しては可能
な限り最低一つは入力してください。

キーワードが階層化されている場合(GCMD_science, 

GCMD_platform等)、上位階層のみの入力でもかまいません。



データセットメタデータ編集: キーワード

GCMD_science, GCMD_platform, GEOSS

のキーワードを入力すると、DIASデータ俯瞰・
検索システム内のマトリックスに集計されます。
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便利な使い方：メタデータテンプレート

複数のデータセットに共通する情報をテンプレート
として保存、利用できます

複数の似通ったデータセットに対してメタデータを
入力する際に有用です

自分以外のユーザが作成したテンプレートも
閲覧、利用できます。
(自分が作成したテンプレート以外は編集できません。)

新規テンプレートの登録

既存のデータセット一覧
から選択し、テンプレート
の初期値とする

yes

no

通常のデータセットメタデータ編集と同様の
インタフェースにて情報を入力、編集、保存
(データセットメタデータ編集に関しては後述)

データセットメタデータを取り込みますか？



データセット一覧・メモ保存時のメモが
閲覧できます。

メモは閲覧・修正が可能
です。



DIASメタデータ管理システムに関する問合せ

DIASメタデータ担当者宛アドレス
E-mail: dias-metadata@editoria.u-tokyo.ac.jp

メタデータに関するご質問，問合せ，不具合箇所の報告，改
善点の提案など、すべてこちらにお願いいたします。

mailto:dias-metadata@editoria.u-tokyo.ac.jp


実際の入力画面をご覧ください

http://metadata.diasjp.net/dmm/
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http://dias-dmg.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/dmm/


では、実際にメタデータ登録システムでメタ
データを登録してみましょう
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補足資料
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テンプレートの利用について①

俯瞰検索システムで、テンプレートとして使用し
たいメタデータを検索します。

http://search.diasjp.net/

外部連携のチェックを外して検索します（DIAS

メタデータのみを検索する）
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外部連携のチェッ
クをはずします

http://dias-dss.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/ddc/


テンプレートの利用について②

俯瞰検索システムで「タイトル」の部分に表示さ
れる「メタデータID」の日付以前の部分を利用し
て、DIASメタデータ登録システムのメタデータ
一覧を検索します。
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この部分を検索
に使用する

メタデータの内容
を確認する



テンプレートの利用について③

テンプレートとして使用したいメタデータが決
まったら、ユーザ用メニューに戻り、「データセッ
トメタデータテンプレート一覧」の緑の矢印をク
リックします。
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テンプレートの利用について④
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一番上の緑の「＋」をクリックし、新規テンプレー
トを登録します。

新規テンプレートの登録

既存のデータセット一覧から、先ほど選んだ
データセットIDを選択し、テンプレートの初期
値とします

Yesを選択します

通常のデータセットメタデータ編集を
開始します

データセットメタデータを取り込みますか？


